
Naoto KUME,  Ph.D (Informatics)
Associate professor

Department of Electronic Health Record,

Graduate School of Medicine, 

Kyoto University, 

Japan

kume@kuhp.kyoto-u.ac.jp

千年カルテセンターの現状

粂 直人，小林 慎治，吉原 博幸

京都大学 大学院医学研究科 EHR共同研究講座

特定非営利活動法人 日本医療ネットワーク協会

千年カルテプロジェクト

Seagaia Meeting
2017.05.20 10:30am-10:50am



• 2015年から iDolphinのリニューアルを行い，
ISO13606準拠のEHRセンターを設立した．MML
をコンテナとして収集した医療情報を分析可能と
するためには，様々なレベルでの標準化を行う必
要がると同時に，それを継続的に行うための仕組
みづくりも必要である．本発表では，EHRセン
ターの周辺システムを含めたシステム全体を俯瞰
し，サービスインとその後の運用計画について紹
介する．

概要



千年カルテプロジェクト
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EHR周辺サービス
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患者情報画面





新規ユーザ受付
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既存ユーザ移行手順

（まいこネット）ログイン後画面 （gEHR）ログイン画面

リンク
クリック

まいこネットで使用していたユーザID、移行時
の初期
パスワード（0+生年月日）を入力

（gEHR）同意取得画面

認証番号を入力の上、同意にチェック
を入れる

誘導用の文言（リンク）を
表示

（gEHR）個人情報変更画面

パスワード、メールアドレス、ニックネーム（任
意）を設定

ログイン

次へ

登録

（gEHR）登録完了画面
設定したパスワードで
再ログインすることにより
利用可能

登録情報変更完了メール



アクセス権設定

病院の意志
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医療機関側の共有設定
自施設の共有設定を変更可能

設定可能なアクセス権の種類（診療科/MMLモジュール単位）

全て開示 地域連携
（他院へ開示）

自院と患者 自院のみ

アクセ
ス者

自施設 〇 〇 〇 〇

連携施設 〇 〇 × ×

患者 〇 × 〇 ×

施設単位で下記のアクセス権を表示

1



個人の共有設定 2

受診した病院が一覧になる



Intake Network

医療機関責任

JMNA責任



検査マスター突合システム

EHR repository

検査結果
実データサンプル



発展系アプリ:  Senchat

SenChat



発展系アプリ:  異常値通知



• Knowledge Café 14:40—16:10

• B: EHRデータによるリスクヘッジ(1.5次利用）

• 山本先生

• C: AIの医療利用の動向

• 小林先生

どこまで加工していいのか？






